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次のような会社に参加をお勧めします 

✔ 新技術・新製品を開発し、半導体関連の技術者へ直接的なPRの機会を求めている会社 

✔ ユニークな技術を保有しており、その技術を広く業界関係者に紹介したいと考えている会社 

✔ ユニークな製品・技術がありながら、会社の認知度があまり高くなく、業界での認知度を上げたい

と考えている会社 

✔ ベンチャーなどの企業で、開発した技術を紹介することで、広く事業・研究のパートナーを募りた

いと考えている会社  

SEMIジャパン 

プログラム部 

Tel : 03-3222-5993 
Fax : 03-3222-5790 
E-mail : jeventinfo@semi.org 
URL : www.semi.org 

お問合せ 

SFJテクノロジーイントロダクションセッション 

参加企業募集のご案内 

御社のユニークな技術を広く業界に紹介し、第一線の技術者に直接説明する絶好のチャンスです  

セッション概要 

【日時】 

 2011年5月31日（火） 10:00-13:00 / 14:30-17:30（予定） 

【会場】 

 グランキューブ大阪（大阪国際会議場） 

 100席予定（シアター形式） 

【料金】 

 \ 35,000円（税込）/1プレゼンテーション 20分 

 （応募数により変更の可能性あり） 

 ※聴講者は無料  
セミナーイメージ  

SEMI Forum Japan (SFJ) は、システム、デバイス、装置、材料など半導体バリューチェーンを包括する

セミナーを主体とした、関西で唯一の半導体関連産業の総合イベントです。 

SFJでは、新製品、最先端技術、開発コンセプトを解説・紹介いただき、セールスプロモーションなど営

業活動の場としてご利用いただけるセッションを設けました。業界各社の製造や研究・開発に携わっ

ている技術者の方々に直接情報発信いただける機会となりますので、ぜひご活用ください。  



募集枠と時間帯 
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お申込みご希望の方は、SEMIジャパン プログラム部 

Tel: 03-3222-5993、E-mail: jeventinfo@semi.org まで、お問合せください。 
 

締切日： 2011年2月28日（月） 
 

※受付は、先着順となります。募集枠が埋まり次第、締切りとさせていただきます。 

※受付期間内に募集枠に達しなかった場合、開催を中止させていただく場合があります。  

 

• 業界屈指のページビューを誇るSEMIのWebサイトに

社名、講演概要、図表（1枚まで）の掲載 

• 約10万人の業界関係者への配信されるメールマガジ

ンへの社名の掲載 

• SFJ2011期間中、会場ロビーにカタログ、資料、ポス

ターを設置可能 

• SFJ2011の技術セミナー（5月31日(火)開催予定の7セッ

ション）に1名無料ご招待  

参加特典 

申込方法および締切日 

❈本セッションには、下記企業（SFJプロ

グラム委員会社）等が出席を検討してい

ます。  

三洋電機(株)、シャープ(株)、大日本スク

リーン製造(株)、東京エレクトロン(株)、

日新イオン機器(株)、日本アイ・ビー・エ

ム(株)、伯東(株)、パナソニック(株)、マイ

クロンジャパン(株)、(株)リコー、(株)ルネ

サステクノロジ、ローム(株)、他  

 

尚、前回SFJ2010のセミナーには、約350社、

延べ1,802名も参加いただきました。 

会場設備 

プロジェクター 

スクリーン 

マイク 

レーザーポインター 

電源 

演台 
※その他AV機器、PC等は、 

ご用意ください。 

時間帯  番号  

10:00-10:05 セミナー紹介 

10:05-10:25  SFJ-1  

10:30-10:50  SFJ-2 

10:55-11:15  SFJ-3 

11:35-11:55  SFJ-4  

12:00-12:20  SFJ-5  

12:45-13:00  名刺交換・交流 

12:25-12:45  SFJ-6  

11:15-11:30 名刺交換・交流 

時間帯  番号  

14:35-14:55  SFJ-7  

15:00-15:20  SFJ-8  

15:25-15:45  SFJ-9 

16:05-16:25  SFJ-10 

16:30-16:50  SFJ-11  

17:15-17:30   名刺交換・交流 

14:30-14:35 セミナー紹介 

15:45-16:00 名刺交換・交流 

16:55-17:15 SFJ-12 

※ 応募数により時間帯は変更となる可能性があります。 

※ 講演順序は、事務局にて決めさせていただきます。 

SFJ2011 概要 

         6月1日（水） 

    パワーデバイスセミナー(1)・(2) 

    MEMSセミナー(1)・(2) 

    TSV/3次元実装セミナー 

    多層配線技術セミナー 

    3Dイメージングシステムセミナー 

    LEDセミナー 

    リニューアブルエナジーセミナー(1)・(2) 

    SEMI Tutorial半導体プロセス技術 

    SEMI Tutorial太陽光発電技術 

    SSIS半導体シニア協会シンポジウム 

    （主催：SSIS） 

    応用物理学会 関西支部主催セミナー 

    （主催：応用物理学会 関西支部） 

    ※予定は変更される場合があります 

会期：2011年5月31日（火）～6月1日（水） 

会場：グランキューブ大阪（大阪国際会議場） 

主催：SEMI 

開催予定イベント： 

    5月31日（火） 

    基調講演 

    SFJ テクノロジー イントロダクション セッション 

    SEMIマーケットセミナー 

    オーガニックエレクトロニクスセミナー(1)・(2) 

    先端CMOSデバイス・プロセス 

    微細化のブレイクスルーセミナー(1)・(2) 

    マニュファクチャリングサイエンスセミナー 

    SEMI Tutorial半導体プロセス技術 

    SEMI Tutorial太陽光発電技術 

    SFJフレンドシップパーティ 

    JASVA Day OSAKA（主催：JASVA） 

 

SEMIとは 

SEMI(Semiconductor Equipment and Materials 

International)は、マイクロエレクトロニクス・FPD・

太陽光発電産業の装置・材料・関連サービスを網

羅する製造サプライチェーンの国際的な工業会

です。 

1970年に米国カリフォルニアで、半導体製造装

置・材料メーカーの専門展示会を開催する事を目

的として設立されたSEMIは、その後、国際的な工

業会に成長しグローバル化が急速に進む半導

体・FPD産業界の国際ネットワーキングを促進す

る展示会(SEMICONショー・FPDExpo)はもとより技

術セミナー、マーケティングセミナー、国際経営者

会議、標準化活動、出版、市場統計調査等を通

じて世界の同産業界の発展に寄与してまいって

おります。 

SFJとは 

一線の技術者から語られる関西で唯一の半導体

およびその関連分野の総合フォーラムです。 

前回2010年5月に開催されたSFJ2010には、業界

関係者のべ1,802名の方々にご参加をいただきま

した。  

SFJ(SEMI Forum Japan)は、SEMIが2001年より、

毎年大阪で開催しているイベントで、次回で11回

目の開催を迎えます。システム、デバイス、装置、

材料など半導体バリューチェーンを包括した技術

セミナー主体のイベントで、応用物理学会、一般

社団法人半導体シニア協会（SSIS）、社団法人日

本半導体ベンチャー協会（JASVA）より協賛・協力

を受け、各団体主催のプログラムも取り入れられ

ていることが特徴です。 

More Moore（CMOS微細化）とMore than Moore

分野の双方の最先端技術情報や将来動向が第

S F J テ ク ノ ロ ジ ー イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン セ ッ シ ョ ン 
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